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新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
１
カ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
今
年
は
３
月
に
暖
か
い
日
が
続
き
、
桜

の
花
も
全
国
的
に
平
年
よ
り
も
か
な
り
早
い
開
花

と
な
り
ま
し
た
。
観
測
史
上
最
も
早
い
開
花
と
い

う
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
、
町
内
の
桜
も
３
月
中
に

満
開
と
な
り
ま
し
た
。
季
節
が
早
く
進
ん
で
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
今

月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
感

染
症
法
上
の
「
２
類
相
当
」
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」
に
移
行
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
、
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
も
、
３
月
13

日
以
降
は
個
人
の
主
体
的
な
選
択
を
尊
重
し
、
着

用
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、
マ
ス
ク
着
用
の

考
え
方
が
見
直
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
コ

ロ
ナ
禍
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
新
規
陽
性
者
数
は

減
少
し
て
い
る
も
の
の
収
束
し
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き
基

本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
国
の
原
子
力

損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
（
原
賠
審
）
の
指
針
が
昨

年
12
月
に
見
直
さ
れ
９
年
ぶ
り
に
中
間
指
針
の「
第

五
次
追
補
」
が
決
定
し
、
東
京
電
力
で
は
４
月
10

日
か
ら
請
求
の
受
け
付
け
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

双
葉
町
は
、
東
京
電
力
に
対
し
て
本
町
の
被
害

の
実
情
に
あ
っ
た
賠
償
を
繰
り
返
し
求
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
回
の
「
追
補
」
で
は
、
一
定

程
度
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
風
評
被
害
等
、
損
害
が
あ
る
限
り
は
、

賠
償
さ
れ
る
べ
き
で
す
の
で
、
県
並
び
に
関
係
市

町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
国
、
東
京
電
力
に
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
電
力
に
は
「
指
針
」
が
示
す
損
害

額
の
目
安
が
賠
償
の
上
限
で
は
な
い
こ
と
を
深
く

認
識
す
る
と
と
も
に
、
被
害
者
の
視
点
に
立
ち
、

誠
意
を
持
っ
て
対
応
す
る
よ
う
強
く
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
４
月
３
日

に
は
、
双
葉
町
役
場
に
お
い
て
職
員
辞
令
交
付
式

を
行
い
ま
し
た
。
新
規
採
用
職
員
４
名
、
国
、
県

よ
り
６
名
の
派
遣
職
員
が
加
わ
り
業
務
を
開
始
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
度
も
双
葉
町
の
現
状
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
町
の
復
旧
・
復
興
と
町
民
の
皆

さ
ま
の
生
活
支
援
な
ど
の
課
題
解
決
の
た
め
に
引

き
続
き
神
奈
川
県
か
ら
２
名
、
東
海
村
、
北
茨
城

市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
名
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
た

だ
き
、
感
謝
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

職
員
に
対
し
て
は
、
昨
年
８
月
30
日
に
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
内
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
、

よ
う
や
く
住
民
の
帰
還
が
始
ま
っ
た
双
葉
町
に
は

課
題
が
山
積
し
て
い
る
が
チ
ー
ム
双
葉
と
し
て
職

員
同
士
が
連
携
を
深
め
、
一
致
団
結
し
て
懸
案
事

項
に
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
訓
示
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
、「
復
興
加
速
化
元
年
」
と
位

置
付
け
し
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
避
難
指

示
解
除
に
伴
い
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ま
の
帰
還
や
双
葉
町
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
方
、
事
業
者
の
双
葉
町
へ
の
移
住
、
ま
た

町
民
の
絆
を
深
め
る
な
ど
の
各
施
策
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

　

３
月
24
日
、
伊
澤
史
朗
町
長

は
友
好
町
で
あ
る
京
都
府
京
丹

波
町
役
場
を
訪
問
し
、
畠
中
源

一
町
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

伊
澤
町
長
は
、
本
年
３
月
に

発
刊
し
た
双
葉
町
合
併
70
周
年

記
念
誌
「
未
来
を
拓
く
２
０
２

２
」
を
畠
中
町
長
に
手
渡
し
、

本
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
旧
瑞

穂
町
、
京
丹
波
町
と
双
葉
町
と

の
友
好
の
足
跡
を
た
ど
る
と
と

も
に
、
東
日
本
大
震
災
時
の
多

大
な
る
ご
支
援
に
対
し
、
改
め

て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

畠
中
町
長
か
ら
は
、
今
後
の

両
町
の
交
流
と
し
て
、
７
月
に

京
丹
波
町
か
ら
中
・
高
生
が
双

葉
町
を
訪
れ
る
計
画
に
つ
い
て

話
が
あ
り
、
伊
澤
町
長
は
「
大

い
に
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
町
の
復
興

状
況
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
肌

で
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

懇
談
終
了
後
は
、
町
立
の
医

療
機
関
で
あ
る
国
保
京
丹
波
町

病
院
や
、
瑞
穂
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
移
転
し
た
瑞
穂
支
所
を

見
学
し
ま
し
た
。

京
丹
波
町
役
場
を
表
敬
訪
問
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ふるさと大好き５９市町村応援プロジェクト
　３月２８日、福島民報社主催の「ふるさと大好き５９市町村応援プロジェクト」による双葉町への記念植樹セレ
モニーが行われ、双葉町役場前のロータリーに町の花である「桜」が植樹されました。
　このプロジェクトは福島民報社が平成２８年度に企画したもので、
県内５９市町村に記念植樹を行うという内容でしたが、当時町全域が
避難指示の対象区域であったため植樹ができず、目録のみをいただい
たところでした。今回の記念植樹は、昨年８月３０日に町の特定復興
再生拠点区域の避難指示が解除され６年越しで実現しました。
　伊澤史朗町長は「町への帰還を果たしたこの機会に６年前のお約束
が実現できることに、心から感謝しております。今は小さな苗木です
が、この桜の木の成長とともに、これから町の復興に向けて、着実に
歩みを進めてまいります」とあいさつしました。

　４月３日、双葉町役場で職員辞令交付式が行われました。伊澤史朗町長は、職員の異動等の辞令を交付すると
ともに、４月から新たに採用された職員や国、県や市町村から派
遣された職員一人ひとりに辞令を交付しました。辞令交付の後、
伊澤町長は町の現状を伝えるとともに「チーム双葉として職員同
士が連携を深め、一致団結して課題に取り組んでいただきたい」
と訓示を述べました。
　続いて特別職、課長職と辞令を交付された職員の対面式が行わ
れました。辞令を交付された職員を代表し、関滉世副主査が町民
憲章を朗読し、これから職員として町の復興に向けまい進するこ
とへの決意を新たにしました。

職員辞令交付式

* * * * * *

温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます

　４月６日、浪江地区交通安全協会などの浪江地区交
通３団体の方より、ランドセルカバーや人気キャラク
ターの反射材グッズなどを町立学校の児童、幼稚園児
へと寄贈いただきました。

　３月１４日、ランドポート株式会社（傳馬綾
代表取締役）様よりソーラー充電式のランタン
「ＣＡＲＲＹ　ＴＨＥ　ＳＵＮ」２００個を寄贈いただ
きました。
　ランドポート様には、町内の壁画アートをデザ
インした「双葉町モデル」を販売いただき、販売
数と同じ数を町に寄贈する取り組みを進めていた
だいております。

　３月１４日、高野山真言宗の住職（代表　大阪府和
泉市　岩西弘雅様）の方々より関西地区において募金
活動により集めた義援金を双葉町民の皆さんへとご寄
付いただきました。
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一般会計当初予算規模の推移

令和５年度の当初予算が決まりました

歳
入

　

 

１
年
間
の
す
べ
て
の
収
入
の
こ
と

自
主
財
源

　

 

町
税
や
手
数
料
な
ど
、
町
が
自
ら

の
収
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

財
源

依
存
財
源

　

 

国
や
県
の
意
思
で
定
め
ら
れ
た
額

を
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ

る
財
源

町
税

　

 

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆

さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
る
税
金

繰
入
金

　

 

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
基
金
間

な
ど
の
会
計
間
で
移
動
す
る
お
金

国
庫
・
県
支
出
金

　

 

町
が
行
う
特
定
の
目
的
の
事
業
の

た
め
に
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金

繰
越
金

　

 

前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
る
お
金

地
方
交
付
税

　

 

全
国
一
律
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
税
の
一
部

を
一
定
の
基
準
に
よ
り
交
付
さ
れ

る
お
金

各
種
交
付
金

　

 

所
得
税
や
自
動
車
取
得
税
な
ど
国

や
県
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金

財
産
収
入

　

 

町
が
持
つ
財
産
を
運
用
し
た
り
売

却
す
る
な
ど
し
て
得
ら
れ
る
お
金

諸
収
入

　

 

雑
入
な
ど
そ
の
他
様
々
な
収
入

使
用
料
及
び
手
数
料

　

 

住
民
票
な
ど
の
交
付
の
た
め
に
手

数
料
と
し
て
支
払
わ
れ
る
お
金

用
語
の
解
説
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会　計 本年度予算額 前年度予算額 差　額 比　較

国民健康保険特別会計 12億7,565万7千円 12億9,286万5千円 ▲1,720万8千円 ▲1.3%

公有林整備事業特別会計 165万9千円 194万6千円 ▲28万7千円 ▲14.7%

公共下水道事業特別会計 3億7,114万1千円 11億1,275万8千円 ▲7億4,161万7千円 ▲66.6%

介護保険特別会計 10億4,260万4千円 10億5,708万9千円 ▲1,448万5千円 ▲1.4%

後期高齢者医療特別会計 9,671万9千円 9,049万円 622万9千円 6.9%

計 27億8,778万円 35億5,514万8千円 ▲7億6,736万8千円 ▲21.6%

令和５年度双葉町特別会計当初予算

　平成２６年度以降において消費税率
が引き上げられたことに伴い、地方消
費税交付金の増収分については、そ
の使途を明確化し、社会保障施策に
要する経費に充てることとされてい
ます。
　令和５年度双葉町一般会計予算にお
ける社会保障施策関連経費への充当
は、社会福祉事業２,８７６万３千円、
社会保険事業３,０３７万５千円、保健
衛生事業１,２７０万２千円の予定と
なっております。

地方消費税交付金（社会保障財源分）の
使途について

　一般会計当初予算額は前年度対比４１億１千万円（１９.５％）減の１６９億９千
万円となりました。
　国民健康保険特別会計などの５特別会計の予算額が２７億８,７７８万円となり、
一般会計と特別会計の総額は、１９７億７,７７８万円となりました。

歳
出

　

 

１
年
間
の
す
べ
て
の
支
出
の
こ
と

議
会
費

　

 

議
会
の
活
動
に
要
す
る
経
費

総
務
費

　

 

人
事
、
財
政
、
企
画
、
戸
籍
な
ど

他
部
門
に
分
類
さ
れ
な
い
事
業
に

要
す
る
経
費

民
生
費

　

 

社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
高
齢
者

福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
災
害
援
助

な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費

衛
生
費

　

 

保
健
衛
生
、
母
子
保
健
、
公
害
対

策
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費

農
林
水
産
業
費

　

 

農
業
、
林
業
の
振
興
な
ど
の
事
業

に
要
す
る
経
費

商
工
費

　

 

商
工
業
、
観
光
の
振
興
な
ど
の
事

業
に
要
す
る
経
費

土
木
費

　

 

道
路
維
持
・
整
備
、
都
市
計
画
事

業
な
ど
に
要
す
る
経
費

消
防
費

　

 

消
防
、
防
災
事
業
な
ど
に
要
す
る

経
費

教
育
費

　

 

学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
な
ど
の
事
業
に
要
す
る

経
費

災
害
復
旧
費

　

 

大
雨
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
っ

て
生
じ
た
被
害
の
復
旧
に
要
す
る

経
費

公
債
費

　

 

地
方
公
共
団
体
の
借
入
金
の
元
金

及
び
利
子
を
支
払
う
た
め
の
経
費

諸
支
出
金

　

 

基
金
の
利
子
な
ど
を
積
み
立
て
る

た
め
の
経
費
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主要事業について

コミュニティーセンター改修事業（基本計画策定）

 ……………………………………………

双葉駅東地区商業施設整備事業

 …………………………………

橋梁等補修事業 ……………………

前田・長塚線改良事業 ……………

出産・子育て応援ギフト …………………

双葉町次世代支援補助金事業 …………

コミュニティ支援バス運行事業 …

就園・就学援助 ……………………

５００万円

２,８８０万円

１,５０３万８千円

４,２０６万９千円

公共交通運行事業 …………………

町民交流施設運営事業（人件費除く）
 ………………………………………

心の復興事業補助金事業 ………………
ＩＣＴきずな支援システム運用事業
 …………………………………
行政区総会開催助成金事業 ………………
敬老会事業 ……………………………

３,７００万円

１,５６９万６千円

１,７５０万円

１億５,１１２万３千円
１１９万円

４９２万５千円

移住定住支援体制整備等事業 ……

来て「ふたば」住宅取得支援補助金事業

 ……………………………………………

住宅清掃費補助金事業 ……………………

ふるさと帰還等支援事業補助金事業 ……

住宅再建支援事業補助金事業 …………

５,８０４万７千円

２,２００万円

９００万円

５２０万円

３,０００万円

インフラ等整備

生活支援

交流支援

帰還・移住等支援

３,４４４万円

２億８,０８２万８千円

１億７,９００万円

４,４６７万３千円
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中野地区復興産業拠点整備事業
……………………………………６億９,７０９万４千円

双葉駅西地区住宅団地等整備事業
…………………………………５０億６,４１２万８千円

双葉駅西地区公営住宅整備事業
……………………………………２２億６,６９１万円

中野地区・双葉駅西地区拠点整備健康・福祉

防犯防災・鳥獣被害対策 農林業・商工

令和５年度

町内防犯・防災パトロール事業
 …………………………………

町内戸別巡回事業 ………………………

町内防犯監視事業 ……………

有害鳥獣捕獲事業 …………………

消防施設整備事業（消防ポンプ車購入）

 ………………………………………

営農再開支援事業 …………………

営農再開支援水利施設等保全事業 ……

上羽鳥地区農業基盤整備促進事業 ……

企業誘致推進・支援等事業 ………

産業交流センター維持運営事業

 …………………………………

双葉駅東地区商業施設整備事業

 …………………………………

４億８,４５４万９千円

５,９７４万円

５億６,９５２万８千円

２,６９３万２千円

６,２７７万６千円

９,９２８万８千円

４,９５５万円

１,５００万円

５,０６６万２千円

１億３,４３３万５千円

２億８,０８２万８千円

複合的福祉サービス拠点整備事業（基礎調査）
 ……………………………………………
高齢者等サポート拠点設置事業 …
介護事業所送迎事業 …………………
総合健康診査事業 …………………
甲状腺検査業務 ………………………
町内医療施設運営事業 ……………

１,４００万円
６,７８６万５千円
７４８万８千円

２,９２４万８千円
１２６万８千円

５,３０８万１千円
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双葉町教育委員会教育長

～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

　町立学校では、４月６日に幼稚園の入園式及び小・中学校の合同入学式、始業式を終え、無事第１学期がス
タートしました。今年度の在籍数は４０名で、協力し合いながら楽しく学校生活が送れるよう取り組んでおりま
す。そして、県内外多くの双葉町の幼児、児童・生徒の皆さんも、それぞれの就学先で夢と希望に胸を膨らませ、
新年度の学校生活を送っていることと思います。今年度の双葉町就学対象者数を述べますと、幼児（３歳から
５歳）は８５名、小学生は２１５名、中学生は１２５名で合計４２５名の皆さんが自己実現に向けて取り組んでお
ります。どうか保護者の皆さまや家族の皆さまから温かい励ましの言葉をかけて欲しいと思います。必ずや目標
に向かって頑張りぬく、たくましい行動力・実践力につながると思います。　
　また、社会教育及び生涯学習に係る各自治会や婦人学級におきましても、新年度の組織並びに年間計画を策定
され、心一つに活動がスタートいたしま
した。感染症対策も若干、緩和され安全・
安心を第一に感染予防対策と行事内容や
活動方法を工夫しながら策定した計画だ
と思いますので、発表会や活動が充実し
たものとなるよう、教育委員会としまし
ても、陰に陽にサポートしてまいりたい
と思います。今後とも、ご理解とご協力
をよろしくお願いいたします。

　新年度がスタートした４月６日、双葉町立学校仮設校舎の体育館において、幼・小・中の教職員へ、『教育長
講話』を行いました。東日本大震災並びに東京電力福島第一原子力発電所の事故から丸１２年が経過したことを
踏まえて「双葉町の現状と町立学校の役割」について、次の視点でお話をしました。

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

双葉町立学校（幼・小・中）教職員への講話双葉町立学校（幼・小・中）教職員への講話

夢と希望のある「学び」へ

双葉町立学校（幼・小・中）教職員への講話

① 令和４年８月３０日、特定復興再生拠点区域全域（555ha）の避難指示解除
② 役場新庁舎において９月５日より、行政サービスがスタート
③ 駅西復興住宅及び自宅へ帰町する町民の移動開始
④ 双葉町診療所が開設（令和５年２月）
⑤ 学校教育ニーズについては、現状では区域外就学で対応（なみえ創生小・中学校）

Ⅰ 双葉町の現状

① 平成２６年度に学校再開してから１０年目
② 児童・生徒理解の徹底
③ 少人数指導の良さとデメリットの把握
④ 開かれた学校（内にも外にも）

→　令和５年度幼・小・中４０名でスタート
→　管理職を中心に全教職員で対応
→　共通理解を図り組織的な指導
→　幼・小・中の協力体制（報・連・相）

Ⅱ 町立学校の役割

① 学習活動支援
② 生涯学習に関する事
③ 教員の資質・能力の向上（今日的教育課題に関する事について）

☆ 福島大学人間発達文化学類と双葉地区教育長会との包括協定締結による取り組み

① 双葉郡ならではの魅力的な教育の推進による人材育成
② 教育を中心とした双葉郡の絆づくり
③ 多様な主体との連携による教育と地域復興の相乗効果の創出

Ⅲ 福島県双葉郡教育復興ビジョンへの取り組み ◇ ビジョン推進の３つの柱 ◇
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　人事異動により、令和５年度の双葉町立幼稚園、小・中学校教職員が次のように配置されましたので
お知らせいたします。

職　名 氏　　名 備　　考
園　　長 堀内　弘志
副　園　長 天沼　豊裕
主任教諭 吉津　望美
主任教諭 山田　綾子
事務補助員 加藤　真紀 給食運搬補助員兼務

職　名 氏　　名 備　　考
校　　長 井戸川　浩

教　　頭 天沼　豊裕 南相馬市立石神中学校より昇任、
ふたば幼稚園副園長兼務

教　　諭 津島　美里
教　　諭 芦野　貴子
教　　諭 佐藤　裕通
教　　諭 山野辺紋子 双葉町立双葉北小学校より転補
教　　諭 矢吹　美夏 いわき市立長倉小学校より転任
養護教諭 永林　芽衣
英語指導助手 フィリップ　ジェリーマン

職　名 氏　　名 備　　考
校　　長 井戸川　浩 双葉南小学校長兼務
教　　頭 星　　知考
教　　諭 小野さゆり
教　　諭 飯高　理洋
教　　諭 漆間安璃彩
教　　諭 菅原　麻衣 いわき市立勿来第一小学校より転任
教　　諭 今泉　好子 再任用
養護教諭 永山　有美
主　　事 渡部　亜美 新採用
栄養技師 菅野さとみ いわき市立菊田小学校より転任
支  援  員 鈴木　未央
支  援  員 吉田亜希子
支  援  員 緑川　仙江

職　名 氏　　名 備　　考
校　　長 新田　勇雄 三春町立三春中学校より昇任
教　　頭 松田　直樹 いわき市立泉中学校より昇任
教　　諭 伊藤　要子
教　　諭 室井　知美
教　　諭 猪井　紀寿
教　　諭 長埜　一弘
教　　諭 根本　　崇
教　　諭 鈴木　知華 川内村立川内小中学園より転任
教　　諭 鹿股　奈緒 新採用
講　　師 佐藤　怜旺
主　　事 鈴木穂乃香
英語指導助手 アンソニー　バラード

職　名 氏　　名 備　考
スクール
カウンセラー 比佐　淳一

用  務  員 石川　徳男

＜ふたば幼稚園＞

＜双葉南小学校＞

＜双葉北小学校＞

＜双葉中学校＞

＜１園３校共通＞

双葉町立幼稚園・小・中学校教職員双葉町立幼稚園・小・中学校教職員令和５年度令和５年度 双葉町立幼稚園・小・中学校教職員令和５年度

双葉町立小・中学校教職員の人事異動のお知らせ双葉町立小・中学校教職員の人事異動のお知らせ
　双葉町立小・中学校の先生方の人事異動がありましたので、お知らせいたします。
　長年、本町の学校教育及び教育行政にご尽力いただきましたことに対しまして心より感謝申し上げます。

職　名 氏　　名 ご退職・転出先等
校　長 大沼　俊之 いわき市教育委員会へ転出

教　頭 長谷川　淳 郡山市立郡山第一中学校（県中教育事務
所）へ転任

教　諭 小泉　尚久 ご退職（いわき市立小名浜第一中学校に再任用）

教　諭 菅野知加子 ご退職

教　諭 宮下絵里子 南相馬市立原町第二中学校へ転任

＜双葉南小学校から退職・転任等される先生方＞

＜双葉北小学校から転任等される先生方＞

＜双葉中学校から退職・転任等される先生方＞

敬称略

敬称略

敬称略

双葉町立小・中学校教職員の人事異動のお知らせ

職　名 氏　　名 ご退職・転出先等
教　頭 佐藤　大志 広野町立広野小学校へ転任

教　諭 今泉　好子 ご退職（双葉町立双葉北小学校に再任用）

教　諭 和泉　佳子 いわき市立錦東小学校へ転任

職　名 氏　　名 ご退職・転出先等
教　諭 山野辺紋子 双葉町立双葉南小学校へ転補

副主査 小沼　綾奈 いわき市立平第四小学校へ転任
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ふれあいクラブからのお知らせふれあいクラブからのお知らせ
　３月２５日、いわき市のボウリング王国スポルト平店において、双葉ふれあいクラブ主催の双葉町民ボウ
リング大会が開催されました。
　３年ぶりの開催となりましたが、町民２５人が参加し、競技は１人３ゲームのハンディキャップ制で行われ、
ストライクやスペアが出るとグータッチや拍手で盛り上がりました。競技終了後、栗田要理事長から優勝者な
どの表彰がありました。

優　勝：荒清枝
準優勝 ：今泉千鶴子
第３位：伊澤郁夫
最高年齢賞：久米田武雄

（敬称略）

ふれあいクラブからのお知らせ

▲ 在校生による歓迎のことば

　４月６日、町立小・中学校合同入学式がいわき市の町
立学校仮設校舎体育館で挙行されました。在校生や保護
者、教職員、来賓の方々が見守る中、双葉北小学校１人、
双葉中学校６人の新入生が入場しました。７人は担任の
先生からの呼名に元気に返事をしました。
　続いて井戸川浩小学校長より、小学生に向けて「いの
ちを大切にすることを約束してください。自分や家族だ
けでなく、動物や草木も同じように大切です」とお話が
ありました。中学生には、「中学生の３年間は可能性を
伸ばすことができる時期です。結果を恐れず多くのこと
にチャレンジしてください」と式辞を述べました。　下
明夫教育長が教育委員会告辞を、伊澤史朗町長、伊藤哲
雄町議会議長がそれぞれ祝辞を述べ、児童、生徒の入学
を祝いました。井戸川小学校長より教科書と祝い品が贈

られ、稲本絢音さん（北小１年）が受け取りました。
　在校生を代表して、廣内芽生さん（北小 6年）と草
野稜介さん（双中 3年）が、それぞれ「小学校では大
きな行事や楽しい活動、いろいろな勉強があって楽しい
です。困ったことがあったらいつでも聞いてください」、
「自分らしく進み、輝き、双葉中学校をさらに良い方向
に導いていけるよう一緒に頑張っていきましょう」と歓
迎の言葉を述べました。
　最後に、新入生を代表して髙橋梨奈さん（双中 1年）
が「伝統を守り、新しい歴史をつくるため努力を惜しま
ないことを約束します」と誓いの言葉を述べました。
　今年度の町立学校は、南小学校児童が１２人、北小学
校児童が１２人、双葉中学校の生徒が１２人の計３６人
でスタートしました。

▲ 新入生入場▲ 祝い品授与

町立小・中学校合同入学式町立小・中学校合同入学式町立小・中学校合同入学式
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ご入園おめでとうございますご入園おめでとうございますご入園おめでとうございますご入園おめでとうございますご入園おめでとうございます

　双葉町では、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故により被災した保護者
の皆さまの経済的負担軽減のため、お子さんを幼稚園等に就園させている保護者の方に対して、
入園料と保育料及び給食費と教材費の一部について補助を行います。

※ 満３歳児保育も対象となりますが、誕生日の月から補助対象となります。下記問い合わせ先ま
でご連絡の上、資料の請求をお願いいたします。

※ 対象となる可能性のある方全員に、６月以降個別に通知しますので、しばらくお待ちください。

１： 公立幼稚園、私立幼稚園、幼稚園型認定こども園（ただし、１号認定のみ対象）に通園
している園児の保護者

２： １の園児及び保護者は、令和５年 ４月 １日現在双葉町に住民登録をしていること

次の要件をすべて満たしている方

補助の対象となる方

【問い合わせ先】　双葉町教育委員会　教育総務課　☎０２４６－８４－５２１０

双葉町幼稚園就園奨励費及び給食費等補助制度について双葉町幼稚園就園奨励費及び給食費等補助制度について
令和５年度令和５年度令和５年度

　4 月６日、町立小・中学校合同入学式終了後、同敷地内にあるふたば幼稚園で入園式が行われま
した。
新入園児は在園児や来賓、教職員の温かい拍手に迎えられ、担任の先生から名前を呼ばれたのに対

▲園長先生のおはなし▲新入園児▲５歳児

し、返事をしました。
　堀内弘志園長は、「みんなと一緒に楽しく過ごし
てください。お友達や先生、お家の人に元気よくあ
いさつできる人になってほしいと思います」と式辞
を述べました。
　続いて、　 下明夫教育長が教育
委員会告辞を、伊澤史朗町長、伊
藤哲雄町議会議長が祝辞を述べ
ました。
　今年度は 3歳児１人、5歳児 3人
の４人での園生活が始まりました。

双葉町幼稚園就園奨励費及び給食費等補助制度について

11 広報ふたば 令和５年５月



令和５年度　町税等の免除、減免等について

○対象税目等

○個人町県民税（個人住民税）

○法人町民税

個人町県民税、法人町民税、固定資産税、
軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料

　双葉町では、東日本大震災及び原子力災害を受
けた納税義務者等の納付すべき令和５年度の各税
目について、次のとおり免除・減免をいたします。

　東日本大震災及び原子力災害により休業等となった
法人について、休業届の提出があった法人（令和４
年１月から１２月までに決算期を迎える法人に限る。）
… 均等割相当額の全額減免

※ 家屋被害認定調査の判定結果による、平成２３～３０
年度分に遡っての納付済町県民税の税額（減免割合）
変更（還付）はこれまでどおり行います。

※ 婚姻等を除く町内転入者（被災者を除く）の方は上記
減免の適用はありません。

※ 1　 この表における目安の給与収入とは、給与所得以外
の所得がない場合の金額です。

※ 住民税が未申告となっている方（公的年金受給者以外で
所得の申告をされていない方等）は、お早めに担当課宛
にご連絡ください。

　令和４年中の所得により、下表のとおり減免とな
ります。
※所得による減免基準は令和４年度と変更ありません。

　なお、合計所得金額は総合課税分及び分離課税分の
合計、特に分離譲渡所得については特別控除前の額
が合算されます。

令和４年中の合計所得金額
（目安の給与収入※１） 減免の割合

５００万円以下（６７７万円） １０分の１０

５００万円を超え７５０万円以下
（６７７万円～９４５万円） 　２分の１

７５０万円を超え１０００万円以下
（９４５万円～１１９５万円） 　４分の１

１０００万円超（１１９５万円～） １０分の１

○固定資産税
○ 土地、家屋に係るもの
旧避難指示解除準備区域及び令和４年８月３０日付
け避難指示解除区域のうち、事業の用に供しない若
しくは東日本大震災発災以降新築された家屋を除く
もの及び令和５年１月１日現在帰還困難区域にある
もの … 全額減免

○ 償却資産に係るもの（原子力災害により事業の用に
　供することができないもの）… 申請により減免

○軽自動車税
○ 令和５年４月１日現在で、避難指示区域に放置され
　た原動機付自転車、小型特殊自動車
　… 当初より全額減免
○ 軽四輪車、二輪の小型自動車 … 申請により全額減免

○国民健康保険税
　平成２３年３月１１日時点の住所により以下のとおり。
(1)
(2)

(3)

(4)

帰還困難区域に住所のあった世帯主 … 全額減免
避難指示解除区域に住所があった世帯の中で、世
帯に属する被保険者の令和４年中の基準所得額を
合算した額が６００万円を超える世帯及び世帯に
住民税未申告者がいる世帯 … 通常課税
避難指示解除区域に住所があった世帯の中で、上
記 (2) 以外の世帯 … 全額減免
避難区域以外に住所のあった世帯主 … 通常課税

【問い合わせ先】
秘書広報課　☎０２４０－３３－０１２５（広報支援）
住民生活課（生活支援・賠償対策係）
　　☎０２４６－８４－５２００（コミュニティ支援）

　４月３日、双葉町役場において伊澤史朗町長から３人の

復興支援員（ふたさぽ）に委嘱状が交付されました。

　今後、新たに復興支援員が加わった場合は、広報ふたばやコ

ミュニティ情報紙ふたばのわでお知らせします。

双葉町復興支援員（ふたさぽ）を紹介します令和５年度
▼ 新妻彩花 ▼ 森文香▼ 遠藤順之

☎  ０２４０－３３－０１３２

☎  ０２４０－３３－０１３１

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

戸籍税務課

健康福祉課　福祉介護係

○介護保険料
　町ホームページをご確認ください。
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【問い合わせ先】 総務課　管財係　☎０２４０－３３－０１２４

入居可能日 令和５年８月から入居が可能となります。

種　別 住戸区分 エリア、住戸番号 募集戸数 ペットの飼養
①災害公営住宅 タウンハウス　３ＤＫ 北エリア① Ａ－６号 1 不可

②再生賃貸住宅 戸建　２ＬＤＫ 北エリア② ２－１号 1 可

申  込
方  法

「駅西住宅申込書」に必要事項を記入し、郵送、持参、メールで総務課まで提出してください。
駅西住宅申込書は、町ホームページからダウンロードするか総務課に請求してください。

※ 郵送の場合は、期限日までに必着。持参及びメールの場合は、期限日の午後５時１５分まで。
申込受付期間

抽　選　日

５月８日（月）から５月３１日（水）まで

６月８日（木）　申込者が複数の場合

募集する住宅

「駅西住宅」入居者再募集のご案内「駅西住宅」入居者再募集のご案内

　令和５年度の軽自動車税種別割納税通知書を発送いたしましたので、お手元に届きましたら車両番号
などの内容をご確認ください。
　現金により納付される方は、コンビニエンスストアで納付できます。また、令和５年度より納付書に
記載されていますＱＲコードによりスマホアプリ等を利用した納付も可能となっております。なお、納
期限は５月３１日（水）です。 ※ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

※ 令和５年４月１日現在、避難指示区域内に放置された車両については、減免の対象となります。該当する
方には、「軽自動車税減免申請書」を送付いたしますので、双葉町役場戸籍税務課までお問い合わせくだ
さい。
※ 減免となった車両については、事務処理後に納税証明書を送付いたします。車検期間が間近になっている
場合は、お早目にご連絡ください。
※ 避難指示区域内にあります、平成２３年３月１２日以降に登録された車両を除く原付二輪・農耕用車両な
どの「双葉町」ナンバー及び２５０ＣＣ以下のバイクについては、すでに減免として取り扱っております。
また、以前廃車の意向確認書をお送りさせていただき、まだお返事をいただけていない方につきましては、
お早目にご連絡ください。

【減免について】

【問い合わせ先】　戸籍税務課　☎０２４０－３３－０１３２

　自動車税種別割は、毎年４月１日現在で車検証上の所有者（割賦販
売の場合は使用者）に課税されます。
　令和５年度の自動車税種別割の納税通知書は、５月８日（月）に発
送予定ですが、郵便法改正による「土曜日の配達休止」、「配達日数の
繰下げ」等の影響で配達に時間がかかるようになり、届くまで１０日
程度要する場合がありますので、ご留意願います。
　なお、避難先等へ郵便物の転送を希望される方は、最寄りの郵便局
へ「転居届」の提出をお願いします。

【問い合わせ先】　相双地方振興局　県税部課税課　課税チーム　☎０２４４－２６－１１２７

納期限は納期限は
５月３１日５月３１日
（水）です（水）です

令和５年度令和５年度　自動車税種別割の定期課税のお知らせ自動車税種別割の定期課税のお知らせ

納期限は
５月３１日
（水）です

令和５年度　自動車税種別割の定期課税のお知らせ

令和５年度令和５年度　軽自動車税種別割納税通知書について軽自動車税種別割納税通知書について令和５年度　軽自動車税種別割納税通知書について

「駅西住宅」入居者再募集のご案内
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町
職
員
の
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動

令
和
５
年
４
月
１
日
付
け
で
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。（  

）内
は
旧
職
名
等
で
す
。

町
職
員
の
人
事
異
動

局
長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼
議
事
係

長
兼
調
査
係
長
）

▽ 

農
業
振
興
課
・
課
長
補
佐
兼
農
林

土
木
係
長　

大
和
田
千
歳
（
農
業

振
興
課
・
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興

係
長
）

▽ 

秘
書
広
報
課
・
主
任
主
査
兼
秘
書

広
報
係
長　

堤
愛
子
（
出
納
室
・
主

任
主
査
兼
出
納
係
長
兼
管
理
係
長
）

▽ 
健
康
福
祉
課
・
専
門
保
健
師
兼
健

康
づ
く
り
係
長　

安
部
恭
子
（
健

康
福
祉
課
・
専
門
保
健
師
）

▽ 

農
業
振
興
課
・
農
業
振
興
係
長　

岡
田
浩
行
（
復
興
推
進
課
・
商
工

労
政
係
長
）

▽ 

出
納
室
・
出
納
係
長
兼
管
理
係
長

柘
植
美
涙
（
秘
書
広
報
課
・
秘
書

広
報
係
長
・
い
わ
き
支
所
）

▽ 

議
会
事
務
局
・
総
務
係
長
兼
議
事

係
長
兼
調
査
係
長　

土
屋
美
香

（
健
康
福
祉
課
・
福
祉
介
護
係
長
）

▽ 

住
民
生
活
課
・
帰
町
準
備
係
長　

相
川
允
孝
（
住
民
生
活
課
・
生
活

環
境
係
長
兼
帰
町
準
備
係
長
）

▽ 

総
務
課
付
・
係
長　

田
中
ア
リ

シ
ャ
ヨ
ー
コ
（
生
涯
学
習
課
・
生

涯
学
習
係
長
兼
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ

係
長
）

▽ 

住
民
生
活
課
・
生
活
環
境
係
長　

西
牧
孝
幸
（
住
民
生
活
課
・
主
査
）

▽ 

健
康
福
祉
課
・
福
祉
介
護
係
長　

渡
部
顕
樹
（
建
設
課
・
主
査
）

◆
昇
格
・
昇
任
・
異
動

▽ 

総
務
課
参
事　

大
浦
富
男
（
総
務

課
長
兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
所
長
）

▽ 

農
業
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事

務
局
長　

中
野
弘
紀
（
住
民
生
活

課
長
）

▽ 

戸
籍
税
務
課
長　

朝
田
幸
伸
（
教

育
総
務
課
長
・
い
わ
き
支
所
）

▽ 

健
康
福
祉
課
長　

相
楽
定
徳
（
農

業
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務

局
長
）

▽ 

住
民
生
活
課
長
兼
郡
山
支
所
長　

中
里
俊
勝
（
戸
籍
税
務
課
長
）

▽ 

総
務
課
長
兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
秘
書
広
報
課
長　

橋
本
靖
治
（
秘
書
広
報
課
長
）

▽ 

教
育
総
務
課
長
兼
生
涯
学
習
課

長
・
い
わ
き
支
所　

木
幡
勝
（
生

涯
学
習
課
長
）

▽ 

総
務
課
付
・
課
長
補
佐
・
一
般
社

団
法
人
ふ
た
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
派

遣　

宇
名
根
良
平
（
期
間
延
長
）

▽ 

生
涯
学
習
課
・
課
長
補
佐
兼
生
涯

学
習
係
長
兼
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
係

長　

加
村
め
ぐ
み（
議
会
事
務
局
・

▽ 

復
興
推
進
課
・
商
工
労
政
係
長　

赤
石
澤
幸
也
（
復
興
推
進
課
・
主
査
）

▽ 

総
務
課
・
副
主
査　

児
玉
雄
一（
生

涯
学
習
課
・
副
主
査
）

▽ 

総
務
課
付
・
経
済
産
業
省
派
遣　

白
石
亮
佑
（
健
康
福
祉
課
・
副
主
査
）

▽ 

総
務
課
・
副
主
査　

四
家
千
里（
復

興
推
進
課
・
副
主
査
）

▽ 

生
涯
学
習
課
・
副
主
査　

井
戸
川

俊
（
総
務
課
・
副
主
査
）

▽ 

復
興
推
進
課
・
主
事　

志
賀
村
哲

平
（
総
務
課
・
主
事
）

◆
任
期
付
職
員

▽ 

教
育
総
務
課
指
導
主
事
・
い
わ
き

支
所　

星
健
一

▽ 

建
設
課
・
い
わ
き
支
所　

佐
々
木

次
男
（
任
期
延
長
）

▽ 

健
康
福
祉
課
・
い
わ
き
支
所　

吉

田
千
賀
男
（
任
期
延
長
）

▽ 

農
業
振
興
課　
櫻
井
清（
任
期
延
長
）

▽ 

建
設
課
・
い
わ
き
支
所　

島
崎
雄

司
（
任
期
延
長
）

▽ 

住
民
生
活
課　

岡
田
浩
寿
（
任
期

延
長
）

▽ 
総
務
課
付　

志
賀
村
綾
乃
（
任
期

延
長
）

▽ 

健
康
福
祉
課
・
い
わ
き
支
所　

伊

藤
薫
（
任
期
延
長
）

▽
総
務
課　

菅
原
隆
（
任
期
延
長
）

▽
総
務
課　

佐
藤
葉
月（
任
期
延
長
）

◆
再
任
用
職
員

▽
生
涯
学
習
課　

高
橋
秀
行

▽ 

健
康
福
祉
課
・
い
わ
き
支
所　

猪

井
祥
子

▽ 

総
務
課　

舶
来
丈
夫（
任
期
延
長
）

▽ 

建
設
課　

猪
狩
浩
（
任
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）

▽ 
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書
広
報
課
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わ
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（
任
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長
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▽ 

健
康
福
祉
課　

志
賀
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（
任
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） 

▽ 

秘
書
広
報
課　

鈴
木
健
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（
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）

◆
国
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員

▽ 

農
業
振
興
課
・
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野
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〔
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〕
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建
設
課
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男
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〕

▽ 

農
業
振
興
課
・
主
査　

坂
本
孝
之

〔
福
島
県
〕

▽ 

健
康
福
祉
課
・
主
任
保
健
師　

梶

寿
代
〔
福
島
県
〕

▽ 

農
業
振
興
課
・
主
任
技
査　

金
子

範
彦
〔
福
島
県
〕

▽ 

健
康
福
祉
課
・
主
任
保
健
師　

家

木
真
由
美〔
福
島
県
〕（
期
間
延
長
）

▽ 

建
設
課
・
主
任
技
査　

宿
南
智
宏

〔
福
島
県
〕（
期
間
延
長
）

◆
市
町
村
等
派
遣
支
援
職
員

▽ 

建
設
課
兼
農
業
振
興
課　

関
根
啓

助
〔
茨
城
県
東
海
村
〕

▽
総
務
課　

宮
本
和
人〔
神
奈
川
県
〕

▽
建
設
課　

坂
本
正
彦〔
神
奈
川
県
〕

▽ 

教
育
総
務
課　

鈴
木
信
俊
〔
茨
城

県
北
茨
城
市
〕（
期
間
延
長
）

▽ 

復
興
推
進
課　

清
水
宏
一
〔
東
京

電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）〕

（
期
間
延
長
）

◆
復
興
庁
派
遣
支
援
職
員

▽
戸
籍
税
務
課　

鈴
木
正
之

◆
退
職
職
員
（
令
和
４
年
３
月
31
日
付
）

▽
高
橋
秀
行
（
健
康
福
祉
課
長
）

▽ 

猪
井
祥
子
（
健
康
福
祉
課
・
総
括

主
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保
健
師
兼
健
康
づ
く
り
係
長
）

▽
大
島
由
久
（
住
民
生
活
課
・
主
査
）

＜

再
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用
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員＞

▽ 

松
本
信
英
（
住
民
生
活
課
・
主
幹

兼
郡
山
支
所
長
）

▽
橋
本
仁
（
生
涯
学
習
課
・
主
幹
）

＜

任
期
付
職
員＞

▽ 

岡
田
和
男
（
建
設
課
・
副
技
査
）

▽
山
本
葵
（
教
育
総
務
課
・
専
門
員
）

◆
派
遣
期
間
の
終
了

＜

国
・
県
・
県
教
育
委
員
会
派
遣
職
員＞

▽ 

荒
木
秀
則
〔
東
北
農
政
局
〕（
農

業
振
興
課
・
主
任
技
査
）

▽ 

吉
田
有
朋
〔
福
島
県
〕（
建
設
課
・

主
幹
） 

▽ 

横
田
雅
之
〔
福
島
県
〕（
農
業
振

興
課
・
主
査
）

▽ 

安
田
幸
夫〔
福
島
県
教
育
委
員
会
〕

（
教
育
総
務
課
・
主
幹
兼
指
導
主

事
・
い
わ
き
支
所
）

 
 

＜

市
町
村
等
派
遣
支
援
職
員＞

▽ 

照
沼
か
お
り
〔
茨
城
県
東
海
村
〕

（
秘
書
広
報
課
・
主
査
）

▽ 

土
井
英
貴
〔
宮
城
県
女
川
町
〕（
復

興
推
進
課
・
主
任
主
査
）

▽ 

山
口
伸
夫
〔
新
潟
県
柏
崎
市
〕（
建

設
課
・
総
括
主
任
技
査
）

▽ 

前
田
健
次
郎
〔
神
奈
川
県
〕（
建

設
課
・
総
括
主
任
技
査
）

▽ 

飯
坂
利
弘
〔
神
奈
川
県
〕（
建
設

課
・
総
括
主
任
技
査
）

◆
新
規
採
用
職
員

▽
住
民
生
活
課　

関
滉
世

▽
秘
書
広
報
課　

阿
部
紗
耶
香

▽
生
涯
学
習
課　

横
山
裕
紀

▽
健
康
福
祉
課　

岩
橋
信
弥
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職 員 紹 介職 員 紹 介職 員 紹 介

　法務省及び全国人権擁護委員連合会は、
人権擁護委員法が施行された日を記念し
て、毎年６月１日を「人権擁護委員の日」
と定め、６月１日を中心に、全国的な啓発
活動を実施しています。

６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です

　６月１日（木）に双葉町いわき支所において、１０時

から１５時まで特設人権相談所を開設します。

　相談は無料で、秘密は厳守します。困りごとや悩み

ごとなどお気軽にご相談ください。

☎ ０２４０－３３－０１３２【問い合わせ先】 戸籍税務課

農林水産省
東北農政局派遣職員

野呂瀬　豊

復興庁
派遣支援職員

鈴木　正之
関根　啓助

（ 茨城県東海村 ）
宮本　和人
（ 神奈川県 ）

市町村等派遣支援職員

坂本　正彦
（ 神奈川県 ）

新規採用職員

関　滉世岩橋　信弥 横山　裕紀 阿部　紗耶香

片岡　一男金子　範彦 梶　寿代 坂本　孝之

福島県派遣職員

星　健一

教育総務課指導主事
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令和６年度 双葉町職員採用候補者試験
受　験　案　内

〇 書類審査の合格者は、民間企業の採用試験で広く採用されている「ＳＰＩ３」を使用した
　筆記試験を受験します。
〇ＳＰＩ３試験は、リクルートが運営する全国のテストセンターで受験が可能です。
〇公務員試験の勉強をしていない方でも、受験いただきやすい試験です。
〇受験の受付には、リクナビ２０２４への会員登録が必要になります。

職　種 行政職 土木職・農業土木職 建築職 保健師

採用予定人員 ５名程度 若干名 若干名 若干名

行政職
（大学卒程度試験） 昭和６３年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた者

土木職・農業土木職

昭和６３年４月２日から平成１６年４月１日までに生まれた者であって、大学、
短期大学、高等専門学校又は大学院で、土木又は農業土木に関する専門課程
を修めて卒業又は修了した者（令和６年３月３１日までに卒業する見込みの者
を含む）

建築職
昭和６３年４月２日から平成１６年４月１日までに生まれた者であって、大学、
短期大学、高等専門学校又は大学院で、建築に関する専門課程を修めて卒業
又は修了した者（令和６年３月３１日までに卒業する見込みの者を含む）

保健師 昭和６３年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた者であって、保健
師資格免許所有者又は令和６年４月までに取得見込みの者

※ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません
（１）日本国籍を有しない者
（２）禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
（３）本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
（４） 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する

政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

受付期間

１　試験職種と採用予定人員

２　受験資格

３　試験の方法及び内容
　（１）第１次試験

令和５年５月１日（月）～令和５年６月９日（金）まで

（令和６年４月１日採用予定）　ＳＰＩ方式

リクナビ
双葉町ＱＲ

リクナビＯｐｅｎＥＳ「エントリーシート兼履歴書」による書類審査

試験の方法 試　験　内　容

ＳＰＩ３－Ｕ

基礎能力検査（言語・非言語）、性格検査
＜受験の流れ＞　①リクナビサイト上でテストセンターの予約を行う。
　　　　　　　　②自宅等で性格適性検査を受験する。
　　　　　　　　③テストセンターで基礎能力検査を受験する。

　（２）第２次試験
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合格者は採用候補者名簿に記載され、令和６年４月１日以後欠員が生じた都度採用されます。（こ
の採用候補者名簿の有効期間は原則として、１年間です）

受験者本人並びに第三者に関わらず、採用を有利に運ぶ目的をもって便宜を図るための行為を
した場合は受験資格を失います。また、採用後この事実が明らかとなった場合は、採用が取り消
されます。

※ 各試験の結果は、リクナビ２０２４サイト内で通知または「エントリーシート兼履歴書」に記載の電子
メールアドレスへ送信します。

①「リクナビ２０２４」へ会員登録をする。

③ プレエントリーいただいた方に対して「エントリーシート兼履歴書」の登録依頼メッセージ
をリクナビ上で送信しますので、期限までに登録してください。

② 「リクナビ２０２４」から「双葉町」で検索し、双葉町役場のページから「プレエントリー」
をする。

　試験の結果については、個人情報の保護に関する法律第６９条第２項第１号の規定に基づき、口
頭で請求できます。（ＳＰＩ３のみの得点は、利用規約に基づき、結果の開示はできません。）
　ただし、電話、はがき等による請求では開示できません。受験者本人であることを明らかにする
顔写真入りの書類（運転免許証、学生証、旅券等）を持参のうえ、受験者本人が直接、双葉町役場
総務課へおいでください。
　なお、請求できる時間は午前８時３０分から午後５時１５分まで（土・日、祝日を除く）で、期
間は合格発表の日から起算して１カ月以内となっております。

（１）

例えば、令和６年４月１日付けで採用された場合、最低でも令和６年９月３０日までの期間は条
件附職員として役場の行政事務補助員として業務に就いていただき、適性を判断した後各課に正
職員として配属になります。したがって、正式採用は、令和６年１０月１日以後になります。また、
この条件附採用職員の期間に役場職員として相応しくないと判断された場合は、正式採用されな
い場合がありますのでご留意願います。

（２）

（注）

区　　分 試　験　日　時 場　　所 合格発表

第１次試験 書類審査となります。 ６月上旬

第２次試験
令和５年６月１５日から
令和５年６月３０日まで

リクルートが運営する全国の
テストセンター等

７月上旬

第３次試験 日時・場所など詳細は、第２次試験合格者に通知します。 ８月上旬

（１）申込方法

４　試験の期日及び場所

５　合格者の採用

６　受験手続

７　試験結果の開示

試験の方法 試　験　内　容

論文
個別面接 公務員としての資質等、職員として求める人物を評価する試験

　（３）第３次試験

【問い合わせ先】 福島県双葉郡双葉町大字長塚字町西７３番地４〒９７９－１４９５
総務課　行政係 ☎ ０２４０－３３－０１２４
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実　施　日 地　区 会　場

総
合
健
診

8 月 22 日（火） 福島 ウィル福島（アクティおろしまち）
（福島市鎌田字卸町１０番の１）

9月 20 日（水） 南相馬 鹿島農村環境改善センター（万葉ふれあいセンター）
（南相馬市鹿島区寺内字迎田２２）

9月 26 日（火）
いわき いわき新舞子ハイツ

（いわき市平下高久南谷地１６－４）
9月 27 日（水）

10 月 16 日（月）
いわき 勿来市民会館

（いわき市錦町上川田２１）
10 月 17 日（火）

10 月 24 日（火）
郡山 福島県農業総合センター

（郡山市日和田町高倉字下中道１１６）
10 月 25 日（水）

10 月 26 日（木） 白河 白河市中央体育館（大熊町と合同）
（白河市北中川原３０）

★ 総合健診会場では、県民健康調査もあわせて受検できます。また、WBC（ホールボディ・カウンター）検査
が受けられる会場もあります。
★風しん抗体検査券（未使用）をお持ちの方（４４歳～６１歳男性）は、当日ご持参ください。

乳
が
ん

9 月   8 日（金） 郡山 福島県農業総合センター（郡山市日和田町高倉字下中道１１６） 対象年齢

9 月 12 日（火） いわき 勿来市民会館（いわき市錦町上川田２１）

４０～８４歳
の女性

10 月   5 日（木） 南相馬 鹿島農村環境改善センター（万葉ふれあいセンター）
（南相馬市鹿島区寺内字迎田２２）

10 月 10 日（火） いわき 泉公民館（いわき市泉町４－１３－１１）

10 月 11 日（水） 福島 サンライフ福島（福島市北矢野目檀ノ腰６－１６）

子
宮
が
ん

　【集団検診】　・下記２会場については、乳がん検診と同日・同会場での実施となります。
　　　　　　　　子宮がん検診は午前のみです。 対象年齢

9 月   8 日（金） 郡山 福島県農業総合センター（郡山市日和田町高倉字下中道１１６）

２０～８４歳
の女性

9月 12 日（火） いわき 勿来市民会館（いわき市錦町上川田２１）

　【個別検診】　・時期は地区によって異なり、医療機関での個別検診となります。
　※前年度までとは異なり、意向調査は実施しません。対象者全員へ、実施時期前に受診録と案内を送付します。

【 福島県内集団健（検）診の日程 】

【 福島県外の健（検）診 】

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎０２４０－３３－０１３１

　福島県内に避難先住所のある町民の皆さまの申し込み方法が、コールセンター、またはインターネットに
よる申し込みとなります。電話番号やＵＲＬ等の詳細については、確定次第ホームページ等でお知らせします。

　昨年度と同様です。

　７～８月に結核予防会から送付される「お知らせ」をご確認のうえ、申し込みいただきます。

　その際は、総合健診・がん検診ともに避難先の健診実施医療機関での予約となります。

　詳しい申し込み方法や受診等につきましては、「お知らせ」の中にあります問い合わせ先：結核予防会予約

センターへ直接ご確認いただくようになります。

令和５年度 双葉町総合健診・がん検診のお知らせ令和５年度 双葉町総合健診・がん検診のお知らせ

健（検）診内容・対象等
種　類 対象年齢

健康診査（※） ３０歳以上の男女

骨粗しょう症
検診

40 歳・45 歳・50 歳・
55 歳・60 歳・65 歳・
70 歳の女性

肝炎 ４０歳の男女

が 

ん 

検 

診

肺部Ｘ線 ４０歳以上の男女

喀痰検査 ５０歳以上の男女
喫煙指数６００以上

胃 ３０歳以上の男女
大腸 ３０歳以上の男女
前立腺 ５０歳以上の男性

※ 健康診査の内容は、身体計測、血液検
査、尿検査、血圧測定、眼底検査、心
電図検査です。

　　 健康診査には、特定健診、後期高齢者
健康診査を含みます。

令和５年度 双葉町総合健診・がん検診のお知らせ令和５年度 双葉町総合健診・がん検診のお知らせ令和５年度 双葉町総合健診・がん検診のお知らせ
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４月なし　　 ８月１７日（木） １２月２１日（木）
５月１８日（木） ９月２１日（木） １月１８日（木）
６月１５日（木） １０月１９日（木） ２月１５日（木）
７月２０日（木） １１月１６日（木） ３月２１日（木）

　皆さまの健康づくりのお手伝いとして、保健師等による健康相談会を毎月１回

開催しています。元気に楽しく生活していくための健康講話や健康体操なども予定

していますので、どうぞお気軽にお越しください。

＊ 血圧・血糖値・コレステロールなどが気になる方や治療中の方、ご自
身や家族の健康について気になる方など、お気軽にご相談ください。

～ 健康相談会のご案内 ～～ 健康相談会のご案内 ～双葉町郡山支所双葉町郡山支所

健康福祉課　健康づくり係 ☎０２４０－３３－０１３１【問い合わせ先】

●日 程

１０：００～１１：３０●時 間 双葉町役場郡山支所　２階会議室

令和５年度

毎月

第３木曜日

●場 所

健康相談、健康講話、軽体操など●内 容

双葉町郡山支所 ～ 健康相談会のご案内 ～～ 健康相談会のご案内 ～～ 健康相談会のご案内 ～

詳細については、下記までお問い合わせください。

開催エリア 開催日 会　　場

相双双葉
５月３０日（火）

１２月　５日（火）
双葉町駅西住宅集会所

いわき　※
７月１１日（火）

１月１６日（火）

いわき市中央台公民館

いわき市山田公民館

郡山　　※
６月２０日（火）

１０月　３日（火）
大槻ふれあいセンター

福島 １１月２１日（火） サンライフ福島

白河 ９月　５日（火） 白河市産業プラザ人材育成センター

健康福祉課　健康づくり係【 問い合わせ先 】 ☎ ０２４０－３３－０１３１

　県内の各エリアで管理栄養士が栄養教室を開催します。昨年度参加された方へのアンケート調査では、

「食習慣を見直す良いきっかけとなった」「日々の食事づくりの参考になった」「話が分かりやすく、知ら

なかったことを聴けて良かった」といった満足度の高い評価をいただきました。

　生活習慣病は、食事や運動などの日頃の生活習慣を見直すことで予防することができます。健康につな

がる食事法や栄養、生活習慣病について一緒に学びませんか？

※ 感染症防止対策として、マスクの着用等を状況に応じてお願いいたします。状況によっては、
教室を中止とさせていただく場合があります。（その際は、参加者に個別でお知らせします）

　詳細などのお問い合わせは下記までご連絡ください。

※ エリアの日程・会

場は現在調整中の

ため、変更になる

場合があります。

日程・会場

９：３０ ～ １２：００時　間 管理栄養士の講話、グループワーク、調理

実習又は調理デモンストレーション

内　容

開催日の１週間前まで（＊会場により人数制限がありますので、お早めにお申し込みください。）参加申し込み締切

水分補給用の飲み物、筆記用具水分補給用の飲み物、筆記用具

（調理実習可能な場合）エプロン、三角巾、各自の手拭き・台布巾（調理実習可能な場合）エプロン、三角巾、各自の手拭き・台布巾

持ち物

）
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（Ａ）

（Ｂ）

魚の缶詰を使って…魚の缶詰を使って…　★簡単アレンジレシピ簡単アレンジレシピ★

干ししいたけは水でもどしておく。①

蒸し煮したところにさば缶と酒を加え、そぼろ状にする。④

フライパンに油を入れ、⑥をそぼろ状に炒める。⑦

水で戻した干ししいたけ・玉ねぎ・人参・生姜はみじん切りにする。②

そぼろ状になったら、（Ｂ）砂糖、みりん、醤油の順に入れ炒める。⑤

皿にご飯を盛り、卵そぼろ、さばそぼろを盛りつける。⑧

みじん切りした（Ａ）に大さじ２杯の水を入れて、鍋で蒸し煮をする。③

ボウルに卵を割りほぐし、牛乳を入れよく混ぜる。⑥

最後にせん切りにした大葉を盛り付ける。⑨

・ フライパンでそぼろ状に炒める時、水分が無く
なるまで炒める！

・ 缶詰の汁にＤＨＡやＥＰＡ、うま味も含まれる
ため、調味の一環で汁も使いましょう。

※ 缶詰は塩分が高いものもあるため、食べすぎに
は注意しましょう！

さばそぼろ丼
【材料】 【分量（２人分）】

（１人あたり：３５６kcal ／食塩相当量２.２g）

作り方

ご飯 …………………
さば水煮缶 …………
干ししいたけ ………
玉ねぎ ………………
人参 …………………
生姜 …………………
酒 ……………………
砂糖 …………………
みりん ………………
醤油 …………………
大葉 …………………
卵 ……………………
牛乳 …………………
油 ……………………

１５０ｇ
１４０ｇ
２枚
５０ｇ
２０ｇ
２かけ
大さじ１
大さじ１
大さじ１
大さじ１
５枚
２個
大さじ１
大さじ１/２

令和４年度「栄養教室 in 双葉」でデモンストレーションを行ったうちの１品を
ご紹介します。ぜひご家庭でも作ってみてください！

【問い合わせ先】 ☎０２４０－３３－０１３１健康福祉課　健康づくり係

　「たんぱく質」とは
意外と知らない？たんぱく質について…

バランスの良い食事を、３食しっかり食べることを心がけていきましょう！

　肌や髪の毛、爪のほかホルモンや酵素など体の調節に関わる物質にもたんぱく質は利
用されています。
　また、骨もたんぱく質であるコラーゲンにカルシウムやリンなどのミネラルが加わっ
てできています。
　体をつくる上で大切な “ たんぱく質 ”。皆さんきちんと摂れていますか？

魚の缶詰を使って…　★簡単アレンジレシピ★

【調理ポイント】
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双葉町社会福祉協議会

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。参加をご希望の方は、事前
申し込みが必要となりますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

●社協サロン

●健康運動教室
会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申し込み先

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

①第２、４水曜日
②第２、４木曜日
　のどちらか

13:30 ～ 15:00

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

福島市老人福祉センター 2階研修室
（福島市仁井田字八ツ割川原 3）

５月16日（火）

双葉町役場南相馬連絡所 1階会議室
（南相馬市原町区青葉町 2－62－2）

毎週水曜日
※祝日を除く

南相馬出張所
☎ 080－5730－1166

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申し込み先
双葉町産業交流センター大会議室
（双葉町大字中野字高田 1－1）

５月18日（木） 10:30 ～ 12:00
双葉町地域包括支援センター
☎ 0246 －84 －6729

白河市中央老人福祉センター会議室
（白河市北中川原 313）

５月23日（火） 10:00 ～ 11:30
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291

～５月　健康運動教室・サロンのお知らせ ～

消防署からのお知らせ

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・葛尾出張所　☎０２４０－２９－２１１９＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は１１９番

防災バックの準備できていますか？

　毎年、６月から１０月にかけて自然災
害による被害が日本各地で発生していま
す。自然災害は突然やってくるため、事
前の対策がとても重要です。防災バック
（非常持ち出し袋）を準備して災害に備
えましょう。

・・・日常生活で古いもの
から消費し、食べた分を買
い足し、補充しながら備蓄
していく方法です。

※ローリングストック

◆ ◆ ◆ ◆備えるもの、場所は家族と共有し、最低３日は過ごせる準備をしましょう！

食べ物や日常品は
ローリングストックで
備えることが大切です！
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福島県病院局では、次の内容で職員を募集します。

４月２８日（金）～６月２日（金）　消印有効◆募集期間

６月１０日（土）◆試験日時 南東北総合卸センター（郡山市）◆試験会場

福島県立病院職員採用選考予備試験福島県立病院職員採用選考予備試験令和５年度令和５年度

【申し込み先】
双葉町老人クラブ連合会事務局

主催■福島県老人クラブ連合会・福島民報社

※その他、詳細は福島県病院局のホームページ等に掲載している受験案内をご覧ください。
　また、併せて「育休任期付職員（看護師等）」を募集しています。
　福島県病院局　採用担当　☎０２４－５２１－７２２６

（双葉町社会福祉協議会事務局内）
☎０２４６－８４－６７２５

　公益財団法人福島県老人クラブ連合会では、夫婦
が共に助け合い、力を合わせてよき家庭を築き、社
会に貢献してきたご苦労に対し、金婚式（結婚５０周
年）を迎えた夫婦に「しあわせ金婚夫婦」として表
彰状と記念品をお贈りしています。
　表彰を受けるためには、申し込みが必要となり、
原則として自己申告による届け出となっています。
下記の要件に該当するご夫婦は、お早めにお申し込
みください。

試験職種 採用予定年月日 採用予定人数 職務内容 受験資格

看護師 令和６年４月１日 ５名程度
県立病院における
看護師業務

昭和５７年４月２日以降に生
まれた者で、保健師助産師看
護師法第７条第３項で定める
看護師の免許を有する者又は
取得見込みの者

診療放射線技師 令和６年４月１日 ２名程度
県立病院における
診療放射線業務

昭和５７年４月２日以降に生
まれた者で、診療放射線技師
法第３条で定める診療放射線
技師の免許を有する者又は取
得見込みの者

臨床検査技師 令和６年４月１日 １名程度
県立病院における
臨床検査業務

昭和５７年４月２日以降に生
まれた者で、臨床検査技師等
に関する法律第３条で定める
臨床検査技師の免許を有する
者又は取得見込みの者

社会福祉士 令和６年４月１日 １名程度
県立病院における
相談援助業務

昭和５７年４月２日以降に生
まれた者で、社会福祉士及び
介護福祉士法第４条で定める
社会福祉士の資格を有する者
又は取得見込みの者

　昭和４８年に結婚されたご夫婦、及びそれ以前
に結婚され、自己申告漏れで金婚表彰を授与され
なかったご夫婦。

※ 申し込みをされたご夫婦
の名前を新聞に掲載させ
ていただきます。

○対象となるご夫婦

金婚夫婦表彰の申し込みはお早めに！

申し込みの締め切りは
７月１４日（金）です。

しあわせ金婚夫婦 表彰

福島県立病院職員採用選考予備試験令和５年度
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【問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　福島統括窓口（福島市中町４番２０号 みんゆうビル２０２号）

ホームページ 働きたいネット で検索

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

☎０２４－５２４－２１２１　　ＦＡＸ０２４－５２４－２１２５

就職相談

０１２０－８１０－６５０フリーダイヤル 受付時間：平日９時 ～１２時、１３時 ～１６時３０分【電　話】
ホームページ（https://fkkoyou.net/）の専用フォームから２４時間受付中【メール】
※予約制（フリーダイヤルにお問い合わせください）【窓　口】

「自分に合う仕事ってなんだろう」「就職活動って何から始めたらいいの？」
「どうしたら採用されるかな？」「自分のアピールポイントを見つけたい！」
こんなお悩みを相談員とひとつひとつ解決していきませんか。
就職への一歩を一緒に踏み出しましょう！ あなたの『働きたい』をサポートします！

　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務職員を
募集しています。
　国の財政を支える税務職員に、あなたもチャレンジしてみませんか？

６月１９日（月）から６月２８日（水）まで
○受験申込受付期間 ９月３日（日）

○第１次試験日

受験申し込みはインターネット申し込みと
する。
国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ
（https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html）

○受験申込方法

【試験に関する問い合わせ先】

国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）のお知らせ
２０２３年度

仙台国税局人事第二課試験研修係 内線３２３６☎０２２－２６３－１１１１
人事院東北事務局 ☎０２２－２２１－２０２２

１． 令和５年４月１日において高校卒業後
３年を経過していない者及び令和６年
３月までに高校を卒業する見込みの者

○受験資格

２． 人事院が１に掲げる者に準ずると認め
る者

【問い合わせ先】　Ｆ－ＲＥＩ総務課　☎ ０２４０－４１－９９７０

　Ｆ－ＲＥＩでは現在公式ロゴマークを募集しています。Ｆ－ＲＥＩは、多様な研究開発、産業化、人材育成、
司令塔の機能を持ち、福島を始め東北の復興を実現するための夢や希望となるとともに、世界に冠たる
「創造的復興の中核拠点」を目指しています。あなたの作ったロゴマークがＦ－ＲＥＩの象徴として今後
広くＰＲされることとなります。年齢、住所、プロ・アマを問わずどなたでも応募できますので、沢山の
アイディアをお待ちしています。採用作品には賞金を贈呈します。応募期限は６月３０日（金）までです。
　詳細はＦ－ＲＥＩホームページをご覧ください。

Ｆ－ＲＥＩＲＥＩ（福島国際研究教育機構）（福島国際研究教育機構）ロゴマークを募集していますロゴマークを募集していますＦ－ＲＥＩ（福島国際研究教育機構）ロゴマークを募集しています
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除染・解体工事について

片付けごみについて

　双葉町の旧特定復興再生拠点区域の建物解体の申請受付を以下の期間まで受け付けています。申請
書類をそろえるのに時間を要する場合があるため、解体を希望する場合は、解体申請の受付窓口にお
早めにご相談ください。

　双葉町の旧特定復興再生拠点区域内における家屋について、家屋の片付けによって生じた片
付けごみの回収を行っております。

＜受付時間＞

＜連　絡　先＞

月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ （祝日及び年末年始を除く）
（※ＦＡＸによる受付は２４時間行っております。）
株式会社　丸東（令和５年度環境省業務受託業者）
☎ 0120 － 115 － 261（フリーダイヤル）　　ＦＡＸ：0120 － 115 － 271

福島地方環境事務所からのお知らせ環境省

　建物解体申請の締め切りについて

　片付けごみの個別回収について

【解体申請受付期間】

【解体申請受付窓口】

【片付けごみ回収申込先】 双葉町片付けごみサポートセンター

令和５年８月３１日（木）まで

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～環 境 省

◇放射線モニタリングについて

◇中間貯蔵施設見学会について

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

中間貯蔵工事情報センターでは、工事の進捗を紹介するため、中間貯蔵施設をバスで巡る見学会を開催しています。
５月は、１９日（金）、２０日（土）を予定しています。
見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報センター（☎ 0240－25－8377）までお願い
します。（ＵＲＬ）http://www.jesconet.co.jp/interim_infocenter/index.html

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

＜場　　所＞
＜受付時間＞
＜連　絡　先＞

※旧特定復興再生拠点区域での片付けごみの個別回収の申し
　込みは【令和５年８月３１日（木）】で終了いたします。

　環境省による回収をご希望の
方はお早めに片付けごみサポート
センターへお申し込み下さい。

双葉町役場いわき支所１階（いわき市東田町２丁目１９－４）
月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５ （祝日及び年末年始を除く）
☎ 0120 － 773 － 275（フリーダイヤル）

高島テクノロジーセンター（令和５年度環境省業務受託業者）

◇輸送について

※３月３１日現在
双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。
 ・令和４年度は、９０,４４４㎥搬入しています。（平成２７年からの累計は3,898,684㎥）
４月２９日（土）～５月７日（日）までの期間は、輸送を休止いたします。
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三字行政区からのお知らせ
　３月中に行いました令和４年度総会の書面議決の結果について、お知らせいたします。
書面表決書をご返送いただいた方は、全員全議案に賛成でした。
　よって、上程した議案はいずれも原案のとおり可決されました。
　以上、ご報告申し上げます。　 三字行政区長　伊澤　和夫

P２３：双葉の風だより【文芸】　里謡

広報ふたば令和５年４月号の記載に誤りがありました。お詫びして訂正いたします

安積疏が　つつなく流れ　豊作祈り　農始
はじ

む 安積疏水が　つつなく流れ　豊作祈り　農始
はじ

む誤 正

　新型コロナウイルス感染症の感染者が減少している傾向にあり、下記のとおり令和５年度の寺松

行政区総会を開催いたしますので、ご参加くださいますようお願いいたします。

寺松行政区総会・交流会開催のお知らせ

【問い合わせ先】

◆会　費：１泊２食　１０,０００円

◆申し込み締め切り：５月１０日（水）

◆開催日時：

◆開催場所：

６月３日（土）～４日（日）
・午後３時～　総会
・午後６時～　懇親会

郡山市磐梯熱海　ホテル華の湯
☎０２４－９８４－２２２２ 石田　翼　　　☎ ０８０－５５６９－１７７５

【
文
芸
】

短
歌
・

大
空
に　

幟の
ぼ

り
は
た
め
き　

鯉
泳
ぐ

下
で
踊お

ど

る
は　

も
み
じ
の
お
手
て

　
　

・

使
い
道　

河
川
の
土
手
に　

鴨
四
羽

抜
き
足　

さ
し
足　

し
の
び
の
足

　
　

・

Ｗ
Ｂ
Ｃ　

優
勝
帰
国　

出
迎
え
は

日
本
一
の　

冨
士
の
高
嶺み

ね

　
　

・

鏡
田
に　

豊
作
祈
り　

田
植
え
終お

う

畦あ
ぜ

道
抜
け
る　

青
田
風
吹
く

俳
句
・

春
長た

け
て　

吾
妻
の
う
さ
ぎ　

飛
び
跳は

ね
た

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

氏　名 生年月日 保護者 行政区

鈴
す ず き

木　海
かいせい

晴 2 月 24 日 章斗・　雅　 三　字

伊　　桜
お う が

雅 3 月　9 日 雅明・直美 新　山

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

相樂　光春 ８３ 3 月　2 日 郡　山

鈴木　　亨　 ６４ 3 月　7 日 三　字

宗像　二三 ８７ 3 月　8 日 三　字

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の

名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４０－３３－０１２５

人のうごき３月分 敬称略

（令和５年３月31日現在）

・福島県内に避難されている方 3,909人
2,696人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者
を引き、出生者と転入者を加えた人口を示しています。

全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします
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今
月
の
表
紙
は
、
４
月
６
日
に
い
わ
き
市
の
町
立
学
校
仮
設
校
舎
で
行
わ
れ
た

町
立
小
中
学
校
合
同
入
学
式
で
、
新
入
生
代
表
の
中
学
１
年
生
の
生
徒
が
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
る
場
面
で
す
。
校
舎
は
小
学
校
の
時
と
同
じ
で
も
、
新
し
い
制
服
に

身
を
包
み
緊
張
感
と
誇
ら
し
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
当
日
い
わ
き
市

内
の
桜
は
散
り
始
め
て
い
ま
し
た
が
、
暖
か
い
春
の
一
日
で
し
た
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
は
町
内
に
多
く
あ
る
桜
の
花
を
、
町
の
広
報
紙
な
ど
主
に
写

真
で
見
て
き
ま
し
た
が
、
役
場
が
町
内
に
戻
っ
て
初
め
て
の
春
を
迎
え
、
桜
の
つ

ぼ
み
が
膨
ら
み
、
花
が
咲
い
て
満
開
に
な
っ
て
い
く
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
実
際
に
見
る
と
、
写
真
と
は
ま
た
違
っ
た
喜
び
が
あ
り
、
前
田
川
沿
い
に

何
度
も
足
を
運
び
ま
し
た
。
ま
た
、
電
車
の
車
窓
か
ら
見
え
る
双
葉
高
校
南
側
の

桜
並
木
に
も
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
町
内
の
桜
の
様
子
は
、
５
月
15
日
発
行
の
ふ
た
ば
の
わ
に
も
掲
載
さ
れ

ま
す
。

　

新
緑
の
気
持
ち
の
よ
い
風
を
感
じ
る
季
節
で
す
。
新
年
度
に
な
っ
て
初
め
て
の

広
報
ふ
た
ば
を
発
行
し
ま
す
。

－ 

編
集
後
記 

－
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伊澤町長と双葉北小新入学児童の稲本
絢音さん、浪江地区防犯指導隊双葉分
隊の皆さんの笑顔です。


